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身体運動的知能 空間・視覚的知能 論理数学的知能 対人的知能 言語的知能 音楽的知能 内省的知能 博物的知能
（2-2）8つの知能の課題例
グループ7（5年生）のテーマは西ヨーロッパで
あった。子ども達が選択する8つの知能に関する
課題は以下のとおりである。
① 身体運動的知能：ブリッセル万国博覧会（1935
年）のモニュメントを作成する
② 空間・視覚的知能：ヨーロッパの主要都市でやっ
ているミュージカルのポスターを描く
③ 論理数学的知能：インターネットを使用し自分
の家から西ヨーロッパ全ての首都までの距離を
調べる
④ 対人的知能：友達と一緒にヨーロッパ旅行を考
える
⑤ 言語的知能：ヨーロッパ言語のクイズを作る
⑥ 音楽的知能：西ヨーロッパの地名や地理とヨー
ロッパ言語を入れたラップを作る
⑦ 内省的知能：「EU圏内のどの国に住みたいです
か？」「それはどうしてですか？」の問いに対
し，自分の考えを述べる
⑧ 博物的知能：ヨーロッパに生息するオオカミの
分布を調べ，地図を作る
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図19．８つの知能のカードを選ぶ
8つの知能の課題カードを子どもたちが選んでいる様子
図20．どの知能を使って
学ぶのか宣言する
自分が選んだ課題カードを
自分の名前のクリップでと
める。この課題は音楽的知
能の課題で7人が選択して
いた。
図21．課題に取り組む子どもの様子
一人はパソコンで調べ，もう一人は模型を作っていた。
このように二人や数名のグループで協働して作成して
いる様子が見られた。一見，作品を作っているように
見えるが，その作品を作りながら，その背景にある歴
史や地理などを学んでいる。
図22．教師が子どもに働きかける様子
教師は子ども達一人一人と対話しながら「何を作って
いるの？」「それはどこにあるの？」「そのものについ
てもっと教えてくれる？」等，子どもたちに質問してい
た。子どもたちは作品を作ることが最終目的ではない。
教師は常に地理や歴史への興味と理解を促していた。
図23．各自の課題をマインドマップにしている様子
クラス全員で見つけたヨーロッパの情報をマインドマッ
プにまとめる。地名と情報を毛糸で色分けし，結び付
けている様子。身体を動かすことが好きな子どもにとっ
て，動きながら地理を学ぶため，子ども達は誰もが楽
しいそうに，そして夢中になって取り組んでいた。
（2-3）学習の定着の確認:カリキュラムに応じた
5つの質問＞
テーマには学年の教科カリキュラムに応じた質問
が5つ提示される。子どもたちは期間中，様々な
学習や取り組みを通して5つの質問に答えるよう
にしなければならない。テストはなく，課題に取り
組む過程で，教師は子ども一人一人との対話を通し
て5つの質問に対し深い学びに到達しているかを
確認する。教師の役割は子どもの主体性を尊重し，
子どもが自ら答えを探求するように，コーチング的
な対応で質問し，子どもの声に耳を傾けて応じてい
くことである。
（2-4）5つの質問の例
グループ7（5年生）のテーマは西ヨーロッパで
あり5つの質問の内容は以下のとおりである。
① EUはどうしてできたか
② EUの国は全てユーロを持っているか
③ 西ヨーロッパにはどんな気候があるか
④ イギリス王国に所属する国はどこか
⑤ 大都市の特徴を3つ挙げなさい
（2-5）クラス全員で作るマインドマップ
VierKeerWijzerの学びは，各自の課題を教室
の壁などに飾り，皆で関連付けてマインドマップを
作成し，各自が学習した内容を発表し合う。子ども
達はテーマの内容を自分の課題内容はもちろん，他
の子どもが選んだ異なるアプローチ（知能）から客
観的に学ぶことができ，学びを共有化することがで
きる。視察時は新学期が始まった頃であったため，
マインドマップも作成され始めたところだった。
Ⅳ．まとめ
SAMI-Concept及びSAMI-Trainingは学校や学
級の目指すべきビジョンや価値観を教職員同士，子
ども同士が対話を通して作成し，可視化し，いつで
もどこでもそれを見ることができる環境づくりを行っ
ていた。目指すビジョンや価値観を可視化すること
により，学校の規模やクラスの人数に関係なく，何
を目標に今どのようなリーダーシップ（リーダー，
マネージャー，コーチ）を取ったらいいのかを校長，
学年主任，クラス担任はその都度考えることができ
る。担任へのインタビューより教師は学校という組
織に対して非常に主体的で能動的であると感じた。
校長は「リーダーに失敗はつきもの。失敗を恐れる
のではなく，より良い組織になるために冒険しよう。
そして問題が出てきたら話し合おう」と何度もおっ
しゃっていた。校長先生のお話しや担任と子どもの
様子から，学校は対話しながら成長しあえる仲間が
いて，この仲間のために今，自分は何ができるかを
主体的に考え能動的に実行できる場所になっている
と感じた。この雰囲気が教職員や子ども達に安心感
オランダの初等教育におけるSAMI-Conceptと VierKeerWijzer
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図24．マインドマップ１
ICTを活用し，文章なども全て子ども達が作成してい
た。
図25．マインドマップ２
図26．マインドマップ３
を与え，主体的で能動的な学びにつながっているの
ではないかと考える。
VierKeerWijzer は8つの知能から学習方法を
自ら選択するため，子ども達のモチベーションが高
く，学びに対する探求心を促しやすいと感じた。ど
の子どもも楽しそうに夢中で学んでいる様子が見ら
れた。子ども達は「私の作ったものを見て」と誇ら
しげに説明しに来た。また学習に取り組む態度は主
体的，能動的で勢いがあった。子どもは一人で，ま
たはペアやグループで学習を進め，教師はその学習
中にこの単元で習得する課題の理解が深まるような
言葉をかけていた。このような学習方法であると，
テストの点数がいい悪いに関係なく，お互いの得意
な知能を活用しあい対等に取り組むことができる。
みんなで創るマインドマップは学習の理解を定着さ
せるだけでなく，子ども達の自己肯定感や仲間との
共感力，将来学び続ける意欲を高めると感じた。
SAMI-Concept,SAMI-TrainingとVierKeerWijzer
の両者に共通し「主体的・対話的で深い学び」につ
いての示唆を与られた点について以下まとめる。
① 到達目標は決まっているが，子ども達は学び方
について選択の幅が広く，個人の得意な学び方
で学習できる。
② 体験型教育の中で自己決定や自己解決が促され
ている。
③ 校長と担任，担任と子ども，子ども同士が安心
できる雰囲気の中で対話し，お互いの考えを聴
き合いながら解決（学び）を進めている。
④ 自ら選択し，学んでいるプロセスが可視化され
ている。または友達と一緒に学んだ成果物が可
視化されている。これらを通し，子ども達は学
習を振り返り，自らの考えを広げ，深めている。
⑤ ①～④の学習環境が整えば，子ども達の「おも
しろい」「やってみたい」「探究したい」という
学ぶ意欲が加速する。
⑥ 学校は人と人とが関わり合い，学びあう場に重
点が置かれていた。基礎学力を定着し，応用す
る時間はiPadやパソコンによって個別学習と
して進めていた。この背景には，オランダの教
育現場においてICTの活用が定着しているこ
とによるものであると推察する。
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